
県
内
各
地
域
で
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け
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が
れ
て
き
た

沖
縄
文
化
の
基
と
な
る

大
切
な
こ
と
ば
で
す

県
で
は
、
平
成
18
年
に
「
し
ま
く

と
ぅ
ば
の
日
」
を
制
定
し
、
し
ま
く

と
ぅ
ば
県
民
大
会
の
開
催
や
普
及
功

労
者
の
表
彰
、「
し
ま
く
と
ぅ
ば
普

及
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
と
し
た
し
ま

く
と
ぅ
ば
講
師
養
成
や
し
ま
く
と
ぅ

ば
検
定
の
実
施
な
ど
、
し
ま
く
と
ぅ

ば
の
普
及
、
継
承
の
た
め
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

那
覇
市
文
化
協
会
は
那
覇
市
か

ら
委
託
を
受
け
、
う
ち
な
ー
ぐ
ち
の

普
及
・
継
承
を
図
る
た
め
市
民
向
け

講
座
を
開
き
、
学
習
の
成
果
を
公
演

と
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。
同
協
会

は
、「
う
ち
な
ー
ぐ
ち
、
し
ま
く
と
ぅ

ば
は
沖
縄
の
豊
か
な
文
化
を
育
ん
で

き
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
す
が
時

代
の
変
化
で
地
域
性
が
失
わ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
那
覇
に
か
つ

て
あ
っ
た
４
地
域
の
言
葉
を
ど
う
し

た
ら
残
し
て
い
け
る
か
と
考
え
、
毎

年
異
な
る
テ
ー
マ
で
市
民
向
け
講
座

を
開
講
し
て
い
ま
す
。
親
子
や
移
住

者
な
ど
幅
広
い
層
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
言
葉
だ
け
で
な
く
、
先
人
の
思

い
や
歴
史
に
つ
い
て
も
学
ん
で
い
ま

す
よ
」と
話
し
ま
す
。

「
し
ま
く
と
ぅ
ば
」： 

沖
縄
県
全
体
の
方
言

（
宮
古
・
八
重
山
も
含
む
）

「
う
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な
ー
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縄
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中
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と

そ
の
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辺
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の
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言
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来
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ご
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域
の
誇
り

昔
か
ら
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切
に
受
け
継
い
で
き
た

言
葉
や
芸
能
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
は

沖
縄
が
誇
る
大
切
な
宝
で
す
。

未
来
に
残
し
、
次
世
代
へ
繋
ぐ
た
め
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

年長者から若い人たちへ受け継がれ
る、それぞれの地域に伝わる伝統芸
能。文化の保存・継承とともに地域
の誇りも伝えていきます。

今号の表紙

地域芸能の今って？

大
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に
受
け
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が
れ
て
き
た

地
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芸
能
を
後
世
に
残
す
た
め
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り
組
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で
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ま
す

沖
縄
は
日
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つ
独
自
の

芸
能
を
作
り
上
げ
て
き
ま
し
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ど
、
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が
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地
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で
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に
受
け
継
が
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て
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ま
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が
、
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や
後
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不
足

の
問
題
に
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、
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芸
能
の
継
承

が
難
し
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な
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り

ま
す
。

那
覇
市
で
は
、
地
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芸
能
を
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の
方
に
知
っ
て
も
ら
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、
未
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に
残
し
て
い
く
た
め
の
活
動
と
し

て
、「
首
里
末
吉
町
の
獅
子
舞
」や「
泊

地
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ー
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ー
」
な
ど
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の
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定
無

形
民
俗
文
化
財
を
披
露
す
る
公
演

を
定
期
的
に
開
催
。
先
人
た
ち
か
ら

受
け
継
い
だ
芸
能
を
次
世
代
へ
継
承

す
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

し
ま
く
と
ぅ
ば
っ
て

ど
ん
な
も
の
？
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や
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成果公演では首里言葉の朗読劇「黄金の瓜種」
と、那覇言葉の沖縄芝居「火正月の話」、二つ
の違いを比べた。子どもも大人も一緒になっ
て取り組む講座は都市部ではなかなか得られ
ない貴重な体験。

旧
暦
の
８
月
15
日
前
後
の
週
末
に
開
か
れ

る
十
五
夜
祭
で
披
露
さ
れ
る
獅
子
舞
。
小
中

学
生
の
参
加
者
が
進
学
な
ど
で
辞
め
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
、
次
世
代
の
育
成
が
課
題
で

す
。
保
存
会
で
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
父

母
や
地
域
全
体
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
担
い
手
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

牛
ブ
ラ
、
馬
ブ
ラ
と
呼
ば
れ
る
独
自
の
楽

器
を
用
い
る
の
が
特
徴
で
、
保
存
会
で
は

残
って
い
た
記
録
、古
い
文
献
な
ど
か
ら
か
つ

て
の
宮
廷
音
楽
を
再
現
。
演
者
の
高
齢
化
の

課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
路
次
楽
を
見
た
方
に

感
動
し
て
も
ら
い
、
参
加
し
た
い
と
思
わ
せ

る
魅
力
的
な
活
動
を
日
々
志
し
て
い
ま
す
。
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地域芸能を後世に残す取り組みを
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んは郷土愛に溢れ、歴史ある芸能を絶やさな
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メンタリー風の動画にし、芸能祭の幕間など
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県立図書館では、電子書籍サービスに対応しており、約
500冊の沖縄関連本も閲覧できます。家にいながらでも
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演
者
の
高
齢
化
の

課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
路
次
楽
を
見
た
方
に

感
動
し
て
も
ら
い
、
参
加
し
た
い
と
思
わ
せ

る
魅
力
的
な
活
動
を
日
々
志
し
て
い
ま
す
。

県立図書館　電子書籍サービスのご案内
https://www.library.pref.okinawa.jp/guide/cat9/post-27.html

県立図書館の電子書籍利用

那
覇
市
文
化
協
会

h
ttp://n

ah
abu

n
ka.com

/

地域芸能を後世に残す取り組みを
那覇市伝統工芸館　野底 武光さん

（旧那覇市民会館文化事業企画担当）

地域芸能は、技術や音楽の素晴らしさはもち
ろん、込められた教訓など子どもたちの教育
にも役立つものです。自分が住む地域の芸能
を知ることは歴史を知ること。保存会の皆さ
んは郷土愛に溢れ、歴史ある芸能を絶やさな
いよう努力していらっしゃいます。新型コロ
ナウイルスの影響でイベントや地域行事が中
止になり、活動の場が奪われています。後継者
不足に苦しむ地域も少なくありません。私は
この現状を伝えようと、演者の思いをドキュ
メンタリー風の動画にし、芸能祭の幕間など
で上演しています。地域芸能を後世に残す努
力は、今を生きる私たちみんなの役割です。

県立図書館では、電子書籍サービスに対応しており、約
500冊の沖縄関連本も閲覧できます。家にいながらでも
スマホやタブレット、PCで、沖縄について学ぶことがで
きます。まずは地域のことを知ることからはじめてみま
せんか？

首里末吉町の獅子舞
（首里末吉町獅子舞保存会）

首里王府の路
ろ

次
じ

楽
が く

（首里王府 阿波連路次楽御座楽保存会）

↑

↑

6美ら島沖縄 2022.3ワクチン接種にご協力を！
ワクチン
について
知ろう！


